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奥田 貴一 1  岡﨑 誠司 2 
Development of the Lesson for the Social Studies and Industrial Learning at Elementary School Global Citizenship 
-The Agricultural Unit “New farming being done in Toyama” for 5th Graders- 
Kiichi OKUDA    Seiji OKAZAKI 
E-mail: kyt-1101@pb.ctt.ne.jp okazaki@edu.u-toyama.ac.jp 摘要 本研究の目的は、急速に拡大するグローバル化において、社会諸科学の研究成果を生かした「基本的概念」を習得し、話し合いを通して「批判的思考力」や「異なる考えの寛容」の能力を育成し、「合意可能な意思決定」ができる力をつけることで、「グローバル・シティズンシップ」を育成することを目指した小学校社会科の産業学習の授業を開発することである。この目的を達成するため、本研究では小学校第５学年農業単元において子供の獲得する知識・概念・価値を構造として示し、さらにそれに対応する形で問いの構造を示した。そうして実験授業を実施し、分析した。その結果以下２点の成果を得た。１点目の成果は、これからの市民的資質として、「グローバル・シティズンシップ」を育成するために、その構成要素の中核として「合意可能な意思決定」を定義し、単元を開発したことである。２点目の成果は、「グローバル･シティズンシップ」の育成を目指すうえで、適切な授業方略として、「グローバル・シティズンシップ型」という新しい授業方略を開発して実験授業を行い、実験授業前後における児童の変容を示すことによって、その有用性を示すことができたことである。 
 キーワード：グローバル・シティズンシップ、合意可能な意思決定、単元開発、知識・概念の構造、問いの構造 
Keywords：Global Citizenship, Agreeable Making ,Unit Development ,Structure of Knowledge and Concept,  
Structure of Question 
 １ 研究の目的  本研究の目的は、急速に拡大するグローバル化において、子供が農業経済学や環境経済学などの社会諸科学の研究成果を生かした「基本的概念」を習得し、話し合いを通して「批判的思考力」や「異なる考えの寛容」の能力を育成し、「合意可能な意思決定」ができる力をつけることで、「グローバル・シティズンシップ」を育成することを目指した小学校社会科の産業学習の授業開発をすることである。 












































の考える「市民的資質」に示唆を受け、研究を進めことにする。 ただし、森分 考える「市民的資質」には2つ課題がある。1つ目は、「市民的資質」を育成するための段階は示されているが、各段階の授業のイメージがしにくいという点である。2 つ目は「市民的資質」が唱えられた時代と現代とでは大きく社会の様子が違っている点である。これまでは、合理的意思決定は市民的行動へ至るプロセスと捉えられてきた。 かし、21世紀に入り、グローバル化する社会を生きていく子供たちは、これまで以上に異質な文化や考え方を尊重していかなければならなくなるだろうし、他者との差異を寛容に受け入れていかなければならない。このように、グローバル化され様々な人々と暮らしたり、仕事をしたり、話し合って何か決めたりしていかなければならなくなる社会の中で必要とされる力が「合意可能な意思決定」だと捉える。（後述）つまり、森分の「価値的知識・判断力」までを「市民的資質」と捉えるより、社会科として学ぶ範囲を広げ、「合意可能な意思決定」までを「市民的資質」として育成することがこれからの社会科で求められるものであると考える。それを示したものが図２である。 
 ４ グローバル化とは何か 





 図３ 筆者のグローバル化の捉え方 
 
(2)グローバル・シティズンシップ」の定義と観点別目標  これからの社会科で子供たちに身に付けさせていきたい資質として「グローバル・シティズンシップ」を提唱する。その目標を、ユネスコや日本グローバル教育学会顧問、魚住忠久の「地球市民教育」の定義6を参考に、以下のように定義した。 学習者が、国家の枠組みを超えたもの、人、技術など様々な資源の流通を経済・政治・文化・エコロジーの４つの側面から明らかにし、自ら考え行動する力を身に付けることで、グローバル化した社会を生きぬくために他者と合意可能な意思決定ができる資質・能力を身に付けること なぜ「グローバル・シティズンシップ」を提唱したかについて説明する。これまで小学校社会科では学習指導要領の目標に「国際化」が大きく掲げられているにも関わらずそれとは逆のこと、小原7や森分8が指摘するように「ナショナル」なことを学んでいるといえる。これまでの社会科は、「ナショナル」なことを学び、理解型9の授業を行うことで特定の価値観を注入することになる態度主義に陥っていた。しかし、21世紀に入り、「将来の予測が困難な複雑で変化の激しい社会」











































































































































































  図４グローバル・シティズンシップ育成の観点別目標の関係図 
 
・社会に関する様々な事象について因果関係や相関関係を分析することで、科学的な見方や考え方を育成し、基本的概念を理解し、それを利用して一般論を導いたり、考えたことを活用したり、見直したりする力を身に付ける。             【基本的概念を把握する力】・社会に関する様々な事象について、あらゆる情報源（本、テレビ、ラジオ、インターネット、インタビュー、見学など）を利用して情報を集める力を身に付ける。          【情報収集力】


































































































































































    ○    
地形と気候を生かす 庄内平野は、どうして米づくりに適している
のでしょうか。 
    ○ ○   
岡部さんの200日 岡部さんの米づくりにはどのようなくふうや
努力があるでしょうか。 










      ○  
おいしい米を全国に 庄内平野の米は、どのように消費者にとどけ
られるのでしょうか。 










        





































































































































































































































































































































































40 袋農協へ出荷した。一袋 5750 円なので、











































C：資料 10~ 資料 13 を調べ、
計算して答える。
・田は 6 ｔで、農協へ出荷すると、30 ㎏が
5750 円 で あ る か ら、5750 円 × 200 袋 ＝
1,150,000 円の儲けになる。
・トマトは、一パック約 150 ｇ入りをスーパー
では 300 円で売っている。だから、30 ㎏で
は 60,000 円の儲けが出る。そのうち、会社
は 10％を受け取るので 6000 円の儲けであ





































































































































































      
49 政府は今後、農家に対してどのような政策を行っていくとしていますか。    
50 日本政府は米作り農家を守ろうとしていると言えますか。  




7500円にしようとしている。 ・価格の補償部分をなくそうとしている。 ・平成30年度には減反政策を廃止しようとして いる。 言えない。なぜなら、トマト工場には18億円もの補助金を出しているのに、補助金を半減させて、補償部分をなくそうとしているから。 第２次  原因・背景の認識  文化の側面から      
51 富山にあるトマト工場では、どのようなトマトを作っていましたか。  
52 ICTを活用することでよいことはどんなことですか。 
53 ICTを活用した農業は、日本で行うことは可能だと思いますか。  54 なぜ、日本ではこれまでICTを活用した農業がほとんど行われなかったのだろう。  
55 これまでの学習した米を作っている農家はどのようにして米を育ててきましたか。       












C：答える       
T：発問する 





 ・可能である。これまでは、ICTは工業で活用されていたが、それを農業で活用することは可能である。 ・農業にICTを使うという発想がなかった。 ・土をみたり、天候をみたりすることが当たり前であった。 ・土作りを自分の手で行っていた。 ・地域の人や家族の手を借りて田植えや稲刈りをしていた。 田の様子を見て、草刈りや水の管理を行っていた。 勉強会を開いて、どうすればいい米がとれるかを話し合っていた。 ・一年中工夫や努力を重ねて米を収穫していた。早朝の畑のすがすがしさを感じていた。 ・目一杯体を使って働いた後の充実感を味わっている。 ・自ら育てた農産物をいただくことの喜びを感じている。 農業を行っている人にとっては、太陽の下で土を触って生産することにやりがいを感じている人もいる。             
58 もし、あなたが新しく農業を始めるとしたら、米とトマトのどちらを作りますか。トゥールミン図式を書いて、話し合いましょう。          
T：発問する 
C：ワークシートに トゥールミン図式を書いて発表し、話し合う。        
＜米を作る場合の例＞ （環境の面より） 
D(data:事実)       C(conclusion:結論) 土砂災害を防いでくれるから  米を作る         W(warrant: D→Cの理由付け) 環境によい機能がたくさんあるから （経済の面より） 
D            C 土地が余っているから  米を作る          W  
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  第３次 価値を見付ける討論                                 
                                               
                                                
安く土地を手に入れ、収入を増やせるから  （政治の面より） 
D            C 減反政策が行われなくなるから  米を作る      W  米を作ることを制限されないので、生産量が上がるから （文化の面より） 
D           C コンピュータを使わず自分の手で行うから 
 米を作る         W  手作業で行うことで、やりがいや満足感、達成感を感じることができるから  ＜トマトを作る場合の例＞ （環境の面より） 
D            C ごみを燃やしてエネルギーを作るから  トマトを作る          W  他国の資源を減らすことができるから （経済の面より） 
D            C 米を作るよりも儲かるから  トマトを作る      W  儲かるものを作ることが、会社にとってはよいことであるから （政治の面より） 
D            C 政府が支援してくれているから  トマトを作る      W  多額の補助金をもらうためには、政府の方針に則らなければならないから （文化の面より） 
D            C 
ICT を活用することで同じような商品を作ることができるから 
 トマトを作る    
   
         







  第３次 価値を見付ける討論                                 
                                               
                                                
安く土地を手に入れ、収入を増やせるから  （政治の面より） 
D            C 減反政策が行われなくなるから  米を作る      W  米を作ることを制限されないので、生産量が上がるから （文化の面より） 
D           C コンピュータを使わず自分の手で行うから 
 米を作る         W  手作業で行うことで、やりがいや満足感、達成感を感じることができるから  ＜トマトを作る場合の例＞ （環境の面より） 
D            C ごみを燃やしてエネルギーを作るから  トマトを作る          W  他国の資源を減らすことができるから （経済の面より） 
D            C 米を作るよりも儲かるから  トマトを作る      W  儲かるものを作ることが、会社にとってはよいことであるから （政治の面より） 
D            C 政府が支援してくれているから  トマトを作る      W  多額の補助金をもらうためには、政府の方針に則らなければならないから （文化の面より） 
D            C 
ICT を活用することで同じような商品を作ることができるから 
 トマトを作る    
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  〔資料〕  資料１ 日本の農産物販売金額の内訳比較…一般社団法人日本施設園芸協会「次世代日本の施設園芸」、2015年、４頁 資料２ 現場の課題・課題の取り組み…一般社団法人日本施設園芸協会「次世代施設園芸の全国展開～攻めの農業の旗艦～」 資料３ 次世代施設園芸導入加速化支援事業実施地区…同上 資料４ 廃棄物処理工場の概要…同上 資料５ 主な輸入品の輸入相手国…東京書籍『新しい社会５下』、2015年、52頁 資料６ 輸入量と国内生産量の割合-…同上 資料７ 日本の発電所の割合…日本の再生可能エネルギーの現状＜http://www.japanfs.org/ja/news/archives/news_id035081.html> 資料８ 水田のはたらき…日本標準『社会科資料集５年』、2016年、51頁 資料９ 全国野菜出荷ランキング…野菜ナビ＜http://www.yasainavi.com/graph/pref> 作付けランキング…都道府県データランキング＜http:uub.jp/prd/a/i_2.html> 水田率ランキング…富山県HP「県のプロフィール〔特色（産業）より抜粋＜http://www.pref.toyama.jpgaiyou/tokusyoku3.htmi> 資料10 髙橋さん（兼業農家）の作業日（2015年）…髙橋さんへのインタビューにより、筆者作成 資料11 髙橋さんの田における収入と支出…髙橋さんへのインタビューにより、筆者作成 資料12 ゴミ処理工場の労働条件…富山環境整備谷内さんへのインタビューにより、筆者作成 資料13 10aあたりの収穫量（2015年）…髙橋さん、谷内さんへのインタビューより、筆者作成 資料14 オランダの施設園芸と我が国の次世代施設園芸…一般社団法人日本施設園芸協会「次世代施設園芸の全国展開～攻めの農業の旗艦～」 資料15 ICT等を活用した高付加価値農業のパイロット実証事業（イメージ）…富山スマートアグリ次世代施設園芸拠点整備協議会『次世代施設園芸導入加速化支援事業富山拠点』  資料16 フォレストフルティカのパンフレット…富山環境整備作成パンフレット 資料17 補助金半減、減反廃止を伝える新聞…産経新聞、2013.11.3 資料18 脱サラをした人の思い…古沢広祐/／蕪栗沼ふゆみずたんぼプロジェクト／村山邦彦／河名樋秀郎『環境と共生する「農」』ミネルヴァ書房、2015年 
  W 同品質の商品を消費者は求めているから 
 59 これまでの話し合いから、自分とは違う立場の意見で、納得できる部分はどこですか。        60 逆に、自分とは違う立場の意見で納得ができない部分はどこですか。   
T：発問する 
C：発表する。        
T：発問する 
C：発表する   
・米を作る理由として、他国の化石燃料を消費することを押さえられるということには賛成である。 ・米を作る理由として、昔からの伝統を守るということには納得できる。 ・実際にトマトが儲かっているから、儲けを考えるとトマトを作るということに納得できる。・ICTを活用することで、高品質な商品を作ることができることに関してはその通りだと思う。・トマト工場はICTを活用できて簡単だと言っていたが、高齢者が簡単には使いこなせるとは思えない。 ・米は日本人の主食だと言っていたが、現在は様々な食文化が発達しており、パンも主食になりつつあるから。 













































































(5)単元開発の成果と課題 ① 基本的な概念を把握する力の分析  本単元で身に付けさせ標に挙げた８つである。この概念を学習する前の第１次と、基本的な概念の把握を終えた第３次とで比べ、子供たちが「基本的な概念」を用いて合意点を見つけたり合意できない点を見つけたりしているかで判断する。以下、実際に平成 28 年７月に射水市立太閤山小学校５年３組で実施した実験授業の分析である。 第１次の終わりに「もし、あなたが新しく農業を始めるとすると米とトマトのどちらを作りますか」と発問し、どちらを作るかとその理由を書かせた。その結果、学習する前にこの単元で身に付けさせたい「基本的な概念」をもっていた児童は３人（10％）であった。  次に、第３次の発問58「もし、あなたが新しく農業を始めるとしたら、米とトマトのどちらを作りますか」に対してのトゥールミン図式のW（理由付け）の部分にどれだけ概念として考えられるものが書かれているかを集計したものが以下の表３である。 
 表３ 「もし、あなたが新しく農業を始めるとすると米とトマトのどちらを作りますか」の立場と理由の分類 
 
30 名の児童のトゥールミン図式の W（理由付け）の部分を分析すると、30人中27名が筆者の考える基本的概念であるエコロジー、経済、政治、文化の４側面のうちの一つ以上から考えを書くことができた。つまり、90％が基本的概念を把握することができたといえる。 
A児はトマトを作る理由として「儲かるから」としている。これは、基本的概念の経済の側面から考えた理由といえる。そのため、このA児は表２においては、経済の側面から考えた理由でトマトを作る２人の部分にあたる。（強調した部分）          ② 批判的思考力の習得状況の分析 「批判的思考力」の習得率については、第４次に児
童が書いた「合意できない点はどこか」について４側面からの反論を書いたのかで判断する。以下がまとめた表４である。 ４側面とそれ以外に分類すると、45項目中36項目４が４側面に関するものであった。つまり、筆者が期待していた４側面での批判が80％であったため、批判的思考力を高めることができたといえる。（※子供が納得できないとして書いた１文を１項目と呼ぶ。） 
 表４ 相手の考え方に納得できない部分の分類 
 エコロジ  ー 経済 政治 文化 4側面以外 トマト派から米づくりの納得できない点 
 
 ３ 























 ③ 「異なる考えの寛容」の習得状況の分析 最後に、「異なる考えへの寛容」の習得率については、第４次に児童が書いた「自分とは違う立場の考え方で納得ができる部分はどこか」について、４側面からの合意点を書いたかで判断する。以下がまとめた表５である。  表５  相手の考え方に納得できる部分の分類 
 エコロジ  ー 経済 政治 文化 4側面以外 トマト派から米づくりの納得できる点 














経済 政治 文化 4側面以外 トマトを作る ８人 ２人 ０人 ４人 １人 米を作る ８人 １人 １人 ３人 ２人 
同じ30㎏でトマトは米よりも儲けがあるのに、なぜ米を作ろうと考えるのか。（経済の側面からの反論） 
＜例：抽出児Aのトゥールミン図式＞ 
D(data:事実)           C(conclusion:結論)  















(5)単元開発の成果と課題 ① 基本的な概念を把握する力の分析  本単元で身に付けさせたい概念は指導案中の単元目標に挙げた８つである。この概念を学習する前の第１次と、基本的な概念の把握を終えた第３次とで比べ、子供たちが「基本的な概念」を用いて合意点を見つけたり合意できない点を見つけたりしているかで判断する。以下、実際に平成 28 年７月に射水市立太閤山小学校５年３組で実施した実験授業の分析である。 第１次の終わりに「もし、あなたが新しく農業を始めるとすると米とトマトのどちらを作りますか」と発問し、どちらを作るかとその理由を書かせた。その結果、学習する前にこの単元で身に付けさせたい「基本的な概念」をもっていた児童は３人（10％）であった。  次に、第３次の発問58「もし、あなたが新しく農業を始めるとしたら、米とトマトのどちらを作りますか」に対してのトゥールミン図式のW（理由付け）の部分にどれだけ概念として考えられるものが書かれているかを集計したものが以下の表３である。 
 表３ 「もし、あなたが新しく農業を始めるとすると米とトマトのどちらを作りますか」の立場と理由の分類 
 
30 名の児童のトゥールミン図式の W（理由付け）の部分を分析すると、30人中27名が筆者の考える基本的概念であるエコロジー、経済、政治、文化の４側面のうちの一つ以上から考えを書くことができた。つまり、90％が基本的概念を把握することができたといえる。 
A児はトマトを作る理由として「儲かるから」としている。これは、基本的概念の経済の側面から考えた理由といえる。そのため、このA児は表２においては、経済の側面から考えた理由でトマトを作る２人の部分にあたる。（強調した部分）          ② 批判的思考力の習得状況の分析 「批判的思考力」の習得率については、第４次に児
童が書いた「合意できない点はどこか」について４側面からの反論を書いたのかで判断する。以下がまとめた表４である。 ４側面とそれ以外に分類すると、45項目中36項目４が４側面に関するものであった。つまり、筆者が期待していた４側面での批判が80％であったため、批判的思考力を高めることができたといえる。（※子供が納得できないとして書いた１文を１項目と呼ぶ。） 
 表４ 相手の考え方に納得できない部分の分類 
 エコロジ  ー 経済 政治 文化 4側面以外 トマト派から米づくりの納得できない点 
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 ③ 「異なる考えの寛容」の習得状況の分析 最後に、「異なる考えへの寛容」の習得率については、第４次に児童が書いた「自分とは違う立場の考え方で納得ができる部分はどこか」について、４側面からの合意点を書いたかで判断する。以下がまとめた表５である。  表５  相手の考え方に納得できる部分の分類 
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経済 政治 文化 4側面以外 トマトを作る ８人 ２人 ０人 ４人 １人 米を作る ８人 １人 １人 ３人 ２人 
同じ30㎏でトマトは米よりも儲けがあるのに、なぜ米を作ろうと考えるのか。（経済の側面からの反論） 
＜例：抽出児Aのトゥールミン図式＞ 
D(data:事実)           C(conclusion:結論)  















(5)単元開発の成果と課題 ① 基本的な概念を把握する力の分析  本単元で身に付けさせたい概念は指導案中の単元目標に挙げた８つである。この概念を学習する前の第１次と、基本的な概念の把握を終えた第３次とで比べ、子供たちが「基本的な概念」を用いて合意点を見つけたり合意できない点を見つけたりしているかで判断する。以下、実際に平成 28 年７月に射水市立太閤山小学校５年３組で実施した実験授業の分析である。 第１次の終わりに「もし、あなたが新しく農業を始めるとすると米とトマトのどちらを作りますか」と発問し、どちらを作るかとその理由を書かせた。その結果、学習する前にこの単元で身に付けさせたい「基本的な概念」をもっていた児童は３人（10％）であった。 次に、第３次の発問58「もし、あなたが新しく農業を始めるとしたら、米とトマトのどちらを作りますか」に対してのトゥールミン図式のW（理由付け）の部分にどれだけ概念として考えられるものが書かれているかを集計したものが以下の表３である。 
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経済 政治 文化 4側面以外 トマトを作る ８人 ２人 ０人 ４人 １人 米を作る ８人 １人 １人 ３人 ２人 
同じ30㎏でトマトは米よりも儲けがあるのに、なぜ米を作ろうと考えるのか。（経済の側面からの反論） 
＜例：抽出児Aのトゥールミン図式＞ 
D(data:事実)           C(conclusion:結論)  
W(warrant:  D→Cの理由付け)   
儲かっている トマトを作る 
米は 30㎏で5750円のもうけだけど、トマトは30㎏で6000円のもうけがある。もうかる方を作りたい。 
　４側面とそれ以外に分類すると、70 項目中 64 項目が
４側面に関するものであった。つまり、筆者が期待して




















 本研究の成果は、以下の２つである。第１は、これからの市民的資質として、「グローバル・シティズンシップ」を育成するために、その中核として「合意可能な意思決定」を定義し、単元を開発したことである。  第２は、「グローバル･シティズンシップ」の育成を目指すうえで、適切な授業方略として、「グローバル・シティズンシップ型」という新しい授業方略を開発して実験授業を行い、実験授業前後における児童の変容を示すことによって、その有用性を示すことができたことである。  また、課題は以下の２つである。第１は、今回提示した開発単元は、筆者が勤務する小学校で自分のクラスでのみ実施した授業を修正したものである。  第２は、「グローバル・シティズンシップ」育成の過程を行ったのが本単元１つしかないことである。今後は、「グローバル・シティズンシップ」育成の過程がどのような産業学習でも適応できるかを検証する必要がある。 
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